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理
事

長

鈴
木
敏
男

平

成

三

十

年

の

新

春

を

迎

え

心

か

ら

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す
。
ま

た
、
昨

年

中

は

多

く

の

方

々

の

ご

支

援
、
ご

協

力

を

頂

き

心

か

ら

感

謝

を

申

し

上

げ

ま

す
。

当

法

人

も

四

月

で

二
十

年

を

迎

え

ま

す
。
世

の

中

は
、
少

子

二
局
齢

社

会

と

な

り
、
労

働

人

ロ

の
減

少

に

よ

る

人

材

不

足

は
、
業

種

・
職

種

を

問

わ

ず

切

実

な

問

題

で

す
。
高

齢

者

人

ロ
が

ピ
ー

ク

に

達

し

て

も

当

法

人

は
、
そ

の

支

え

と

な

れ

る

よ

う

創

意

工

夫

を

持

つ
て

今

後

も

サ
ー

ビ

ス

提

供

さ

せ

て

頂

き

ま

す
。
今

の

日
本

は
、
高

齢

者

の

皆

さ

ん

が

築

き

上

げ

て

き

た

も

の

で

す
。
そ

の

礎

を

守

り
、
発

展

さ

せ

て

い

け

る

よ

う

職

員

一

丸

と

な

つ
て

貢

献

し

て

い

き

ま

す
。

本

年

も

皆

様

に

と

つ
て
ご

健

康

で

ご

多

幸

な

年

で

あ

り

ま

す

よ

う
、
ご

祈

念

申

し

上

げ

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す
。

施
設
長

鈴
木
博
紀

新

年

明

け

ま

し

て

お

め

で
と

う

ご

ざ

い

ま

す
。
ご

利

用

者

様
、
ご

家

族

様
、
地

域

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は
、
益

々
ご

清

祥

の

事

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す
。

澄

ん

だ

空

気

と

気

持

ち

の
良

い

晴

天

で
、

一
月

一
日

の
朝

を

迎

え

る

事

が

出

来

ま

し

た
。
昼

は
、
健

康

と

ご

多

幸

を

祈

念

し
、
お

屠

蘇

で

乾

杯

し
、
正

月

御

膳

（
お

せ

ち

盛

り

合

わ

せ
）
を

召

し

上

が

つ
て

頂

き

ま

し

た
。

お

正

月

に

は
、
当

た

り

前

の

風

景

で

す

が

、

ご

家

族

で

過

ご

さ

れ

て

い

た

時

の

食

事

や

行

事

を

思

い

か

え

し

て

頂

く
。
ま

た

「
今
」
は
、

そ

の

季

節

で
あ

る

と

感

じ

て
頂

く
。
福

楽

園

で
提

供

し

て

い

る

季

節

ご

と

の

食

事

や

行

事

は
、
そ

う

い

つ
た

意

味

が

あ

り

ま

す
。
提

供

し

た

サ
ー

ビ

ス
が

、
喜

ば

れ

て

い

る

の

か
、

そ

の

方

に

合

つ
て

い

る

の

か
、
常

に

考

え

な

が

ら
、
こ
れ

か

ら

も

精

進

し

て

参

り

ま

す
。

最

後

に
、
ご

利

用

者

様
、
ご

家

族

様
、
地

域

の
皆

様

に

と

つ
て
良

き

一
年

で

あ

り

ま

す

よ

う
、
ご

祈

念

さ

せ

て

頂

き
、
年

頭

の

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す
。

本

年

も

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す
。
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心と心をつなぐ

時間がそこにある

n＿L＿ ＿h 藷麿≧

■ 閲

1。月17日■ ■ ■ 臼 団
今 回 の旅 行 は、前

回好 評 でした鎌 倉 に

行 って来 ました。

バ スか ら見 える海 で

は 、サ ーフィンをして

いる人へ の歓 声 が

上 が っていました。

昼 食 では 、相模 湾

の 海 の 幸 に舌 鼓 、楽

しい1日 とな りました。

11月14日

大 型 シ ョッピン ・ms

グセンター に買

物 に行 って来 ま

した。いろいろな

物 を手 に取 り、

好 み の 品 を買う

事 が でき、皆 さ

んとても満 足 し

ていました 。

ルi”酬 謬

11月26日
さつま芋を彫り、上手に出

来上がった芋版を手に取り

写真を撮りました。
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皆様の笑顔が私達の宝物です

10月25日 ～11月3日

㌣ 惹 き鷲屠謬餐藍纏讐
りどりに飾 られ ました 。

菖 、ヨ
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翻

クラブ活動の作品だけでなく、普段から趣味

で作られている折り紙や編物などが展示され

ています。実際に手に取ることができるので、

皆様楽しそうに見学されていました。

ビーズを使った

ネックレスやブレス
レットを展示しまし

た。すべて手作 り
で配色などにもこ

だわられていまし

た。できた作品は、

普段から好んで身
に付けられていま

す。

趣味

濠
灘

嵐

担当 田中 亮

’醗描
3

体調に合わせ、部屋でコツ
コツと編物をされています。

セーターやひざ掛けは、手

編みならではの温かみを感

じさせてくれます。若い頃は、

子供に着せるセーターをよく

作られていたそうです。



心と心をつなぐ

時間がそこにある

玄関ホールの展示会場には、クラブや個

人活動で作成した作品を展示しました。

気持ちの込もったひとつひとつの作品は、

見る人の心に伝わってくるものがあります。

圏

目■■ ■1囲 ■霞

「皆さんとても上手に出来ているわ

ね、私もやってみようかしら」と笑顔で
話されていました。

岸 峯子さん

折り紙でクジャクを作りました

久保田モト子さん

ハーブ同好会で作成した飾 り付

けです、とてもきれいに出来ていま

す。
生島 つやさん

山
象
魂

晶

心
－
z
賭

選

幼

疹

ζ
躍

＋
垣

冬

美

渡

笹

η
魚

‘

ー

I

I鮎

ー

書道を始めたきっかけは、お
じいさんの影響だと話されまし

た。

原田 スミさん
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四季 の風を感 じると、心が癒され ます 。

嚇 ｝
Ut

たくさんの色鮮やかな料理を目の

前に、会話がはずみました。食事の

後は、お土産を買うのを楽しみにし
ています。鎌倉のお菓子が、人気を

集めていました。

隆聯 討ピ謹

k慧 ：蹴

20個 の柚子

を包丁できざ

み 、甘 さ控 えめ

のジャム を作 り

ました。柚 子 湯

でお いしくいた
・だきました 。

毎 月29日 は 、

肉 の 日です

尭き肉の 日を、いつも

楽 しみにしています。
一緒 に食べる野菜も

美味 しいよ

ホットプレー トで

目の前 で焼 きます

担当 中島 英勝 5



栄養調理係
大切な人の為に作る

「愛情 いっぱいの料理」

が私達 のモットーです

カ

レ
イ

の

西
京

焼

き

炊

き

合

わ

せ

海

老

と

貝
柱

の

若

葉

蒸

し

紅

白

蒲

鉾

テ

リ
ー

ヌ

黒

豆

・
子
持

ち

昆

布

さ

よ

り

ロ
ー

ル

ス

モ
ー

ク

サ
ー

モ

ン

の
錦

糸

巻

あ
ざ

や

か
梅

お

雑

煮

1月1日1年 が始まる

節 目の 日の食卓を飾 ります
「おせち料理」や「お雑煮」には新年

を迎える節 目の日に、神様に食べ物
お を供え健康・厄除けを祈る意味がある

品 と言われています。ご利用者の皆様

書 が今年も1年 健康で楽しく過ごせるよ

き う心を込めて作りました。

お雑煮は、餅のように伸びのびと、笑顔で元気に過ごせるよう

願いを込めて作りました。

利 用者 様 の リクエストに応 え、愛 情 を込 め

した。

6 担当 池田 勉



騨撒 一階躍蠣
山梨県の花鳥園、忍野八海に

行ってきました。

楽しく若返りしませんか

70R78日

千円札の富士山の

景色を堪能する事が出

来ました。

昼食は、山梨名物

ほうとううどんをいただき

ました。

富士花鳥園の色とりどりの

花に癒されました。

匂

天気にも恵まれ「次は、

家族と来ようかしら」と

笑顔で話されておりました。
・己 二 日 □ 二 竺 三 □ 己u「 ロ9： ：己 主 ロ ニL： ニ コ ： ．’ 二 ：： 二 竺 三 ＝ 二E門 ： 野 竺 竺 こ 記 藍 ： コ 竺 □ 竺 ぺ ご・コ コE璽 ＝ 二 ： コ ロ ：： ：

多摩 モノレー ル に乗

り、眺 め の 良 い景 色 を ・

存 分 に楽 しまれ てお り ’

ま した 。

ヌ亘麗竺署雫 ！一 昼食は二頂」ぼと豆腐料一

駿竃1罐鍵 藷
，二 こ こ ⊂ ロ ピ ロntこ 獅 記 ロ ロ 竃 君 し 竺 璽 ⑰ だ 騒 紅 習 廼E記u剥 ロ 四fi劃 ロ £ 巳05Utli二 □ 二 璽： □ 工 巳 置 縄 泊 銅 自 ぬ9罰 ロ 田 暫 ロ 璽

10／25～11／3

文化 展 にて

作 品展 示を

しました 。

担当 長瀬 秀樹

風 邪 予 防 （サービスマナー委員会）

風邪予防で小豆ホットパッ

クを作り、身体を温め免疫力

を高めましょう。
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2月 下旬
～3月3日

入 りロ階
エレベーター

前に雛 人形

が飾 られます

2月3日

節分
行事食

3月 までの
れNe－ －

弟 一 、弟 二

土曜 日

焼芋の 日

家

族

懇

談

会

の
お

知

ら

せ

ノ

 

三
月

二
十

五

日

十

四
時

か

ら

三
階

ホ
ー

ル

に

て
開

催

し
ま

す
。

法

改

正

の
説

明

や

活

動

報

告

等

を

さ

せ

て

い
た

だ

き

ま

す
。

網

代

自

治

会

合

同

防

災

訓

練

十

一
月

二
十

六

日

合

同

防

災

訓

練

も

今

年

で

三

回

目

を

迎

え

ま

し

た

。

内

容

は
、
消

火

栓

を

使

用

し

た

消

火

訓

練

・
転

倒

家

具

下

敷

き

か

ら

の

救

出

救

護

訓

練

・
煙

ハ
ウ

ス

体

験

な

ど

を

実

施

し

ま

し

た
。
こ

の

よ

う

な

訓

練

に

よ

り

地

域

の
防

災

力

が

向

上

し

て

行

く

こ
と

を

願

つ
て

い

ま

す
。

写 真 の風 景 は 、

3階 か らの 眺め す

です 。

編

集

後

記

明

け

ま

し

て
お

め

で
と

う

ご

ざ

い
ま

す
。

今

年

は
、
ど

ん
な

新

元
号
が

発
表

さ

れ

る

か

楽

し

み

で

。

ず運碍
．

”TV「u「T‘t“it － ．

Ψ
来 大

一 て 会 十

く に 二

れ 二 月

ま 名 二

し が 十

た お 八
手゚ 日

伝 餅

い つ

に き

増

戸

中

学
ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア
部
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